
様式２

日進市障害者自立支援協議会 専門部会実施報告書

専門部会名 第１回 就労部会

日 時 平成３１年４月１２日（ 金） １ ４時３０分～１ ６時１０分

会 場 障害者福祉センター 大会議室

出 席 者
部会員 ８名 市職員 ３名 事務局 ３名

※出席者名簿は、別添のとおり

傍 聴 者 有り（ 名： 別添名簿のとおり） ・ なし

報告・ 検討

の内容

① 前回の振り返り
② 平成３１年度「 福祉的就労説明会」 及び「 バスツアー」 につい
て

③ 企業訪問について

④ その他

提出資料 別添のとおり

主な意見

1. 前回の振り返り
・ 実施報告書に基づいて前回の振り返りを行う。

2. 平成 31 年度「 福祉的就労説明会」 及び「 バスツアー」 につい
て

＜福祉的就労説明会＞

・ 福祉的就労説明会の役割を決める。

・ カメラ： 松尾さん

・ 受付： 竹内さん、今仲さん

・ プロジェクター： 野村さん

・ 駐車場整備： 桑島さん、事務局

・ 司会、 タイムキーパー： 事務局

＜バスツアー＞

・ 時間の誤差を少なく するため、 B 型事業所の工程に買い物時間
を設けた。

・ 当日は市役所、事務局、部会員が添乗する。市役所は 3 日とも



主な意見

野村さんが添乗する予定。

・ ハローワークは就労移行支援事業所やA 型事業所との関わりが
あるため、添乗希望があれば部会員以外のハローワーク職員にも

参加していただく ことに。

3. 企業訪問について
・ 対象者が同行することで対象者がどんな仕事ができるか等考え

ていただく ことができた。

（ 委員）

・ 対象者にどの会社が合うかマッチングできればよい。個人のア

セスメント （ 苦手・ 得意・ 特性） と企業のアセスメント （ 企業文

化・ 風土・ 配慮できる点・ 配慮できない点） の 2 つをマッチング
する機能を部会で持たせられないか。

（ 委員）

・ マッチングは実習をしてみる必要があるのではないか。

・ 企業の風土は部署によって異なるため全てを把握するのは大変。

・ 障害者雇用企業サポートデスクが実習を取りまとめているため、

そのような外部機関を使っていく のが良いのではないか。

（ 委員）

・ 手帳を持っていない人はアクト と繋がったり実習に参加したり

することができない。仕組みの乗っからずに相談員がアセスメン

トできれば良いのではないか。

（ 委員）

・ 企業アセスメント は重要だが日々変化するため、情報をどこま

で収集し共有できるかが問題。

（ 委員）

・ 特別支援学校で受けられない求人を移行支援事業所に情報提供

できればよい。企業アセスメント は難しく ても部会内で企業の情

報交換をすることはできないか。

→ 部会内で企業の情報共有をするため、 どのような仕組みを作っ
ていく か検討していく ことになる。

（ 委員）

・ 企業訪問は市内の企業を対象とするのか、市内在住者の支援と

して他市町の企業も対象とするのか？

（ 委員）

・ 日進は交通の便が悪いため、他市町で求職する方が多い。

・ 個人アセスメント と企業アセスメント のマッチングについて、

部会員の皆さんに知ってもらう機会として勉強会を企画する。



4. 障害者就労支援施設等事業所カタログについて
・ 2月下旬に 13事業所に依頼、現在半数の事業所から回答をいた
だいている。回答いただいていない事業所には再度連絡する予定。

・ 使用用途等検討しながらどんな形にしていく か検討していく 。

5. その他
＜福祉マルシェについて＞

・ 各事業所参加できるかどうか、定期的に開催するとすればどの

く らいの頻度でできるかについて、事務局より各事業所に聞いた

内容を報告する。

・ 5か所の事業所に問い合わせたうち、 4か所は希望され、 1か所
はもう少し具体的にならないと回答できないということだった。

・ 人員の関係で土日の参加は難しい。

・ 頻繁の開催は難しい。

・ 売り場に人気のパン屋があるような所では商品が売れるのか心

配。

（ 部会で出た意見）

・ 道の駅で開催するのはどうか。

・ 障害者の雇用、販売スペース等について部会として意見が出せ

ないか。

今回確認事項

① 前回の振り返り

②
平成３１年度「 福祉的就労説明会」 及び「 バスツアー」 につ

いて

③ 企業訪問について

④ その他

次回検討課題

① 平成３１年度「 福祉的就労説明会」 及び「 バスツアー」 につ

いて

② 企業訪問について

③ その他

④

次回開催日時 平成３１年６月１４日（ 金） １ ４時３０分から

次回会場 障害者福祉センター 大会議室



日進市障害者自立支援協議会 専門部会出席者名簿

専門部会名 第１回 就労部会

日 時 平成３１年４月１２日（ 金） １ ４時３０分～１６時１０分

会 場 障害者福祉センター 大会議室

専門部会員

① 松尾 俊明 ⑨ 伊藤 優子

② 椎葉 梢（ 欠席） ⑩ 巾 和志（ 欠席）

③ 成瀬 順子（ 欠席） ⑪ 竹内 由美子

④ 渡辺 啓司 ⑫ 幸村 朋子

⑤ 小野田 笑子 ⑬

⑥ 井上 亘 ⑭

⑦ 小山 喜久（ 欠席） ⑮

⑧ 今仲 良子

（ 市職員）

② 小塚 香苗 ② 野村 圭一

③ 桑島 萌 ④

（ 事務局）

① 梅村 英子 ② 山田 紀子（ 欠席）

③ 宮川 みどり ④ 橋本 花実



様式２

日進市障害者自立支援協議会 専門部会実施報告書

専門部会名 第２回 就労部会

日 時 令和元年６月１４日（ 金） １ ４時３０分～１６時４５分

会 場 障害者福祉センター 大会議室

出 席 者
部会員 ９名 市職員 ３名 事務局 ４名

※出席者名簿は、別添のとおり

傍 聴 者 有り（ 名： 別添名簿のとおり） ・ なし

報告・ 検討

の内容

① 前回の振り返り

② 令和元年度「 福祉的就労説明会」 及び「 バスツアー」 について

③ 企業訪問について

④ その他

提出資料 別添のとおり

主な意見

1. 前回の振り返り
・ 実施報告書に基づいて前回の振り返りを行う。

2. 令和元年度「 福祉的就労説明会」 及び「 バスツアー」 について
＜福祉的就労説明会＞

・ アンケート集計結果に基づいて振り返りを行う。

（ 委員）

・「 障害ごとに時間を分けてほしい」 という意見があるが、寄宿舎

に入ると地域とのかかわりがなく なってしまう。

・ 盲学校、聾学校の対象となる生徒の人数は少ないが、盲学校や

聾学校の説明も一緒に行うことで、地域の方に様々な障害につい

て知ってもらう機会となる。

・ 対象生徒が少ない中、盲学校・ 聾学校の先生が説明会に参加し

てく れるのは貴重なことだと思う。

→ 来年度も障害ごとに時間を分けずに行うことに。



主な意見

（ 委員）

・ 発表順や時間をチラシに載せれば、どうしても都合のつかない

人は、聞きたい部分をピンポイント で聞く ことができるのではな

いか。

→ 今年度の説明会は予定より早く 終了しているため、時間通りに
行うことを難しいと思われる。

（ 委員）

・ 残った時間で質問の時間を取れるとよかった。

（ 委員）

・ 聞き足りないことがあれば問い合わせができるよう、連絡先を

アナウンスしておけるとよい。

＜バスツアー＞

A型事業所見学バスツアーの振り返りを行う。
（ 委員）

・ どの事業所でも共通の質問が出ていたため、主な質問を先に用

意しておき、紙面にまとめておいてもらえるとよい。

（ 委員）

・ 以前はなかなか質問が出なかった。今年は質問を通してコミュ

ニケーショ ンをとっていただけて良かった。

（ 委員）

・ バスツアーに参加した中本さんより、一日にたく さんの事業所

を見学できることや事業所の生の声を聞けてよかったと聞いてい

る。

（ 委員）

・ 福祉的就労説明会の開催については担任も把握しているが、バ

スツアーは知らないと思われる。バスツアーについても周知すれ

ば参加者が増えそうだが、定員オーバーで参加できないというこ

とがあると心配。

→ 定員オーバーした際は、部会員等の同行人数を減らして対応す
る。

3. 企業訪問について
＜研修会について＞

・ 個人アセスメント と企業アセスメント のマッチングについて、

部会員の皆さんに知ってもらう機会として勉強会を企画すること

になっていたが、伊藤さんから講師の依頼をしていただいたとこ

ろ、今年度は難しいということだった。

＜中小企業の障害者支援担当者に対する支援の実施について＞



・ アクト松尾さんより事業内容を説明していただく 。

・ 障害者雇用に不安を抱えている企業や雇用率を達成していない

企業を含めた、障害者支援を担当する職員や障害者と一緒に働く

職員等を対象として、障害者雇用に対する悩みや困っていること

を共有したり、情報交換やネットワークづく りを行うもの。

・ アクト として今年度中に２回実施することになっており、 １回

は瀬戸、もう１回は日進を考えている。日進の就労部会と共催で

実施できないか。

→ 予算のこともあるため、共催ではなく 協力という形で就労部会
としても関わっていく ことに。

（ 部会で出た意見）

・ 事務局はアクト でお願いできるか。

→ 松尾さんに確認してもらうことに。
・ 事業所にも参加してもらい、企業の方にアドバイスをしてもら

えるとよい。

・ 事業所は企業と繋がりたいという思いがあると思われるため、

周知すれば参加してもらえると思われる。企業への周知をハロー

ワークで協力してもらうことはできないか。

→ ハローワークの事業ではないため難しい。ハローワークに来る
事業所にチラシを配ったり、雇用率未達成企業に指導に行く 時に

渡したりすることはできる。

・ 市内で実際に障害者を雇用している企業のリスト を出せないか。

→ ハローワーク渡辺さんに確認してもらうことに。
・ 開催時期は2月頃を予定。次回、内容を検討していく 。

4. 障害者就労支援施設等事業所カタログについて
・ ３事業所から、まだ回答をもらえていない。

・ 情報量の多少はあるが、全事業所見開きとなるようにした。

（ 部会で出た意見）

・ 店舗があるのか、予約が必要か等、わかりやすく できるとよい。

・ 商品がない事業所もあるため、商品を前面に出すと不利になる

事業所が出てく る。

・ 一般の人にも親しみやすい言葉を入れて、誰でも商品を変える

ことを PRできるとよい。
→ 様式等、部会で検討していく 。

5. その他
＜道の駅について＞

・ 道の駅での障害者雇用、販売スペース等について、 １ １月の自

立支援協議会で部会として意見を出していく 。



・「 障害福祉サービス事業所等の販売スペースを作る」

・「 指定管理企業を雇用率を達成している企業にする」

今回確認事項

① 前回の振り返り

② 令和元年度「 福祉的就労説明会」 及び「 バスツアー」 につい

て

③ 企業訪問について

④ その他

次回検討課題

① 令和元年度「 福祉的就労説明会」 及び「 バスツアー」 につい

て

② 企業訪問について

③ その他

次回開催日時 令和元年８月９日（ 金） １ ４時３０分から

次回会場 障害者福祉センター 大会議室



日進市障害者自立支援協議会 専門部会出席者名簿

専門部会名 第２回 就労部会

日 時 令和元年６月１４日（ 金） １ ４時３０分～１６時４５分

会 場 障害者福祉センター 大会議室

専門部会員

① 松尾 俊明 ⑨ 伊藤 優子

② 田中 汰一 ⑩ 巾 和志

③ 成瀬 順子（ 欠席） ⑪ 竹内 由美子（ 欠席）

④ 渡辺 啓司 ⑫ 幸村 朋子

⑤ 小野田 笑子 ⑬

⑥ 井上 亘 ⑭

⑦ 小山 喜久（ 欠席） ⑮

⑧ 今仲 良子

（ 市職員）

② 小塚 香苗 ② 野村 圭一

③ 桑島 萌 ④

（ 事務局）

① 梅村 英子 ② 山田 紀子

③ 宮川 みどり ④ 橋本 花実



様式２

日進市障害者自立支援協議会 専門部会実施報告書

専門部会名 第３回 就労部会

日 時 令和元年８月９日（ 金） １ ４時３０分～１６時４５分

会 場 障害者福祉センター 大会議室

出 席 者
部会員 ９名 市職員 ３名 事務局 ４名

※出席者名簿は、別添のとおり

傍 聴 者 有り（ 名： 別添名簿のとおり） ・ なし

報告・ 検討

の内容

① 前回の振り返り

② 障害者自立支援協議会について

③ 令和元年度「 バスツアー」 について

④ 企業との交流会について

⑤ その他

提出資料 別添のとおり

主な意見

1. 前回の振り返り
・ 実施報告書に基づいて前回の振り返りを行う。

2. 障害者自立支援協議会について
・ 事務局より専門部会活動報告、今後の取り組みについての報告

を行う。

3. 令和元年度「 バスツアー」 について
B 型＆生活介護事業所、就労移行支援事業所見学バスツアーの振
り返りを行う。また、アンケート結果の振り返りを行う。

（ 委員）

・ 定員がいっぱいで空きがないのは残念。

（ 委員）

・ 卒業後の進路として、学生時代に使っていた放デイと同じ法人

の事業所を希望される。



主な意見

（ 委員）

・ アセスメント実習について、市によっては移行支援事業所がア

セスメント 実習の目的を知らなかったり、学校実習をアセスメン

ト実習に振り替えたりしているところもある。特別支援学校内で

もアセスメント実習の位置づけがはっきりしていないのが現状。

（ 委員）

・ 厚労省として、アセスメント実習は卒業後の進路の見極めをす

るものと位置づけられている。

（ 委員）

・ アセスメント実習をお願いしている事業所に、アセスメント実

習の目的について再度、説明に行く のはどうか。

→ 市役所、センター職員で説明に伺うことになる。

4. 企業との交流会について
○ 講師： 生活協同組合コープあいちの巾さん
○ 対象企業
・ 日進市内・ 近郊となっているが、どこまでを想定しているか？

→ 東郷町、みよし市、長久手市、名東区、天白区く らいまで。
○ 開催時期、場所
・ 2月21日、日進市民会館展示ホールを午前・ 午後確保しておく 。
（ 開催は14： 00頃～）
○ 周知方法
・ ハローワーク渡辺さんに、市内の障害者雇用している企業のリ

ストが出せるか確認して頂いたが、非開示ということだった。

・ 実際に障害者雇用をしている企業の内、声掛けできそうな企業

をリスト アップし、 10月の部会で集約する。
・ 10月の部会でチラシを完成させる。
・ 部会終了後、 リスト アップした企業を訪問し、事業の趣旨説明

に伺う。

・ まだ障害者雇用していない企業にも参加してもらえるよう、年

明け頃から参加決定企業を載せたチラシを配布する。

5. その他
＜障害者就労支援施設等事業所カタログについて＞

（ 部会で出た意見）

・ ジュブサポあさだのみPDF でデータが送られてきたため、様式
が小さく なっている。同じ様式にできるとよい。

・ 生活介護事業所友優を追加する。

＜意見書について＞

・ 障害者雇用について、 11月の自立支援協議会で部会として意見



を出していく ことになっていたが、部会内で提案内容を検討し、

協議会にて委員が協議、必要と判断されれば市にお話しできると

いう流れになるため、意見書をそのまま出すことはできない。

・ 地域福祉課から公共施設の指定管理内容を決める所管に対して、

部会で話し合った提案内容を伝えることはできる。

・ 提案としては道の駅に限定するのではなく 、市として管理する

もの全てに対して、指定管理企業選定の際の考慮内容という形で

行えるとよい。

・ 雇用率を達成している企業が指定管理者となっても障害者雇用

は増えないのではないか。

今回確認事項

① 前回の振り返り

② 障害者自立支援協議会について

③ 令和元年度「 バスツアー」 について

④ 企業との交流会について

⑤ その他

次回検討課題
① 企業との交流会について

② その他

次回開催日時 令和元年１０月１１日（ 金） １ ４時３０分から

次回会場 障害者福祉センター 大会議室



日進市障害者自立支援協議会 専門部会出席者名簿

専門部会名 第３回 就労部会

日 時 令和元年１０月１１日（ 金） １ ４時３０分～１６時４０分

会 場 障害者福祉センター 大会議室

専門部会員

① 松尾 俊明 ⑨ 伊藤 優子

② 田中 汰一 ⑩ 巾 和志

③ 成瀬 順子（ 欠席） ⑪ 竹内 由美子（ 欠席）

④ 渡辺 啓司 ⑫ 幸村 朋子

⑤ 小野田 笑子 ⑬

⑥ 井上 亘 ⑭

⑦ 小山 喜久（ 欠席） ⑮

⑧ 今仲 良子

（ 市職員）

② 小塚 香苗 ② 野村 圭一

③ 桑島 萌（ 欠席） ④

（ 事務局）

① 梅村 英子 ② 山田 紀子

③ 宮川 みどり ④ 橋本 花実



様式２

日進市障害者自立支援協議会 専門部会実施報告書

専門部会名 第４回 就労部会

日 時 令和元年１０月１１日（ 金） １ ４時３０分～１ ６時１５分

会 場 障害者福祉センター 大会議室

出 席 者
部会員 ８名 市職員 ３名 事務局 ４名

※出席者名簿は、別添のとおり

傍 聴 者 有り（ 名： 別添名簿のとおり） ・ なし

報告・ 検討

の内容

① 前回の振り返り

② 企業との交流会について

③ アセスメント実習について

④ 障害者就労施設商品・ 作業カタログについて

提出資料 別添のとおり

主な意見

1. 前回の振り返り
・ 実施報告書に基づいて前回の振り返りを行う。

2. 企業との交流会について
○ 開催時期
・ 2月21日（ 金） 14時から 16時（ 17時完全撤収）。
○ 周知方法
・ 10月中に部会員から出た企業を集約する。
・ アクト さんでつながりのある企業はアクト さんで周知していた

だき、その他の企業は部会員で訪問する。

・ 打診は訪問にて行う。その際、企画書とチラシを持って行く 。

・ チラシについて、交流会の内容を具体的に書いた方が分かりや

すい。講演内容、グループワークのテーマ等、プログラムの流れ

が分かるようにする。

・ アクト さんより文書にてコープあいち巾さんに講師依頼をして

いただき、チラシに巾さんの名前を載せてもよいか確認してもら

う。



主な意見

・ 12月初旬までに打診を終了し、参加確定企業を載せたチラシを
作れるようにする。

○ 内容
・ 講演内容はコープあいちでの実際の取り組み、ビデオ放映、事

例を用いた障害特性のお話等を検討。コープあいちの障害者雇用

率が増えていることから、どうして増えたのか講演していただけ

るとよい。

・ すでに障害者雇用している企業か、これから障害者雇用を考え

ている企業かによって知りたいことがまちまちと思われるため、

グループワークのテーマはいく つか準備しておいた方が良いので

はないか。

・ グループワークでは色々な立場の参加者でグループを組めるよ

うに、チラシ申込み欄に参加者の属性を追加する。

3. その他
＜アセスメント実習について＞

・ 事務局より、アセスメント実習説明の報告をしていただく 。

（ ひまわりの風、オリーブの風、ハーモニープラス）

・ 説明に伺ったことで、日進のアセスメント実習のことをわかっ

ていただけた。

・ アセスメント実習の説明で使った「 特別支援学校等卒業後の福

祉サービス利用の流れ」 については、相談員が利用者に説明する

時などに使用してもよいが、特別支援学校の動きが現状と異なっ

ているため、手直しが必要。

（ 委員）

・ ひまわりの風のチラシを持ってアセスメント 実習の相談に来る

保護者さんが多いが、他の事業所でも実施できることを知っても

らえるとよい。

（ 委員）

・ 三好特別支援学校に届いたパンフレット は、希望する保護者さ

んに一筆書いてもらい、希望者に配るという形になっている。

＜障害者就労施設商品・ 作業カタログについて＞

・ 生活介護事業所「 友優」 に打診したところ、実物を見たいとい

うことだったため、地域福祉課がお話に伺う予定。カタログに載

せられる商品があるか心配されていたが、商品がなく ても事業所

紹介ページは載せる。

・ 就労継続支援B型事業所「 ALoHa」 を追加する。
・ 周知方法、活用方法は今後部会で検討する。

（ 市役所内では各部署に周知し活用してもらう予定）



＜意見書について＞

・ 市より障害者優先調達推進法について説明していただく 。

・ 障害者就労施設からの受注を増やすことで、働く 障害者を増や

すことを目的とする法律。

・ 法定雇用率を達成していること、障害者就労施設からの物品の

調達実績があることが競争参加資格に考慮できることになってい

る。

・ 八王子市では指定管理者だけでなく 、民間企業、市内大学にも

物品等の調達に関して目標設定がなされている。日進市でもお願

いしていく ことはできるのではないか。

・ 積極的に雇用している企業には認定制度を設ける、入札時に有

利になるようにする等、市町村レベルでも検討が必要ではないか。

今回確認事項

① 前回の振り返り

② 企業との交流会について

③ アセスメント実習について

④ 障害者就労施設商品・ 作業カタログについて

次回検討課題

① 企業との交流会について

② 障害者就労施設商品・ 作業カタログについて

③ その他

次回開催日時 令和元年１２月１３日（ 金） １ ４時３０分から

次回会場 障害者福祉センター 大会議室



日進市障害者自立支援協議会 専門部会出席者名簿

専門部会名 第４回 就労部会

日 時 令和元年１０月１１日（ 金） １ ４時３０分～１６時１５分

会 場 障害者福祉センター 大会議室

専門部会員

① 松尾 俊明 ⑨ 伊藤 優子

② 田中 汰一（ 欠席） ⑩ 巾 和志

③ 成瀬 順子 ⑪ 竹内 由美子

④ 渡辺 啓司 ⑫ 幸村 朋子（ 欠席）

⑤ 小野田 笑子 ⑬

⑥ 井上 亘 ⑭

⑦ 小山 喜久（ 欠席） ⑮

⑧ 今仲 良子（ 欠席）

（ 市職員）

② 小塚 香苗 ② 野村 圭一

③ 桑島 萌 ④

（ 事務局）

① 梅村 英子 ② 山田 紀子

③ 宮川 みどり ④ 橋本 花実



様式２

日進市障害者自立支援協議会 専門部会実施報告書

専門部会名 第５回 就労部会

日 時 令和元年１２月１３日（ 金） １ ４時３０分～１ ５時５０分

会 場 障害者福祉センター 大会議室

出 席 者
部会員 ９名 市職員 ２名 事務局 ４名

※出席者名簿は、別添のとおり

傍 聴 者 有り（ 名： 別添名簿のとおり） ・ なし

報告・ 検討

の内容

① 前回の振り返り

② 企業との交流会について

③ 障害者就労施設商品・ 作業カタログについて

④ 市の指定管理制度における障害者雇用について

提出資料 別添のとおり

主な意見

1. 前回の振り返り
・ 実施報告書に基づいて前回の振り返りを行う。

2. 企業との交流会について
〇周知について

・ 周知状況を確認。現在、参加が決まっている企業が3社のため、
予定では年明け以降、参加決定企業を載せたチラシを配ること

になっていたが、申込期限を 1月末までとすることに。
・ 対象は一般企業のみとし、就労支援事業所への声掛けはしない。

・ 今後の周知について、 1 月の商工会報にチラシを封入してもら
う。

〇内容について

・ 瀬戸での交流会は、ブースの一角に出展する形を取り、 20分程
度の交流会の後、企業と当事者との面談を行う予定。 6～7社が
参加する。

・ 日進の交流会について、アクト としては、企業同士の交流をメ

インで行いたい。グループワークの内容、時間配分、当日のフ



主な意見

ァシリテーター等の役割はアクト に持ち帰って検討して頂く こ

とに。

・ グループワークは1グループにつき 6～7名を予定。参加企業が
少ない場合は、相談会のような形式になる。次回の部会までに

机の配置等を検討して頂く 。

〇当日の役割について

（ 設営） アクト 3名、巾さん、事務局
（ 受付） アクト 1名、今仲さん
（ カメラ） 事務局

（ 司会） 松尾さん

・ 次回の部会で、巾さんに講演資料を持ってきてもらう。

3. その他
＜障害者就労施設商品・ 作業カタログについて＞

・ ALoHa、友優には様式を送付した。 1 月末を期限としてあるた
め、 2月の部会で完成版ができる予定。

＜市の指定管理制度における障害者雇用について＞

・ 東郷町では町民会館の管理について、障害者雇用に対する姿勢

を指定管理企業選定時の考慮内容として点数化している（ 150
点のうちの5点）。
・ 他の近隣市町での取り組みも伺い、日進の配点を検討したい。

今回確認事項

① 前回の振り返り

② 企業との交流会について

③ 障害者就労施設商品・ 作業カタログについて

④ 市の指定管理制度における障害者雇用について

次回検討課題

① 企業との交流会について

② 障害者就労施設商品・ 作業カタログについて

③ 市の指定管理制度における障害者雇用について

次回開催日時 令和２年２月１４日（ 金） １ ４時３０分から

次回会場 障害者福祉センター 大会議室



日進市障害者自立支援協議会 専門部会出席者名簿

専門部会名 第５回 就労部会

日 時 令和元年１２月１３日（ 金） １ ４時３０分～１５時５０分

会 場 障害者福祉センター 大会議室

専門部会員

① 松尾 俊明 ⑨ 伊藤 優子

② 田中 汰一 ⑩ 巾 和志

③ 成瀬 順子（ 欠席） ⑪ 竹内 由美子

④ 渡辺 啓司（ 欠席） ⑫ 幸村 朋子（ 欠席）

⑤ 小野田 笑子 ⑬

⑥ 井上 亘 ⑭

⑦ 小山 喜久 ⑮

⑧ 今仲 良子

（ 市職員）

② 小塚 香苗（ 欠席） ② 野村 圭一

③ 桑島 萌 ④

（ 事務局）

① 梅村 英子 ② 山田 紀子

③ 宮川 みどり ④ 橋本 花実



様式２

日進市障害者自立支援協議会 専門部会実施報告書

専門部会名 第６回 就労部会

日 時 令和２年２月１４日（ 金） １ ４時３０分～１５時５０分

会 場 障害者福祉センター 大会議室

出 席 者
部会員 ９名 市職員 ２名 事務局 ４名

※出席者名簿は、別添のとおり

傍 聴 者 有り（ １名： 別添名簿のとおり） ・ なし

報告・ 検討

の内容

① 前回の振り返り

② 令和２年度「 福祉的就労説明会」 及び「 バスツアー」 について

③ 企業との交流会について

④ 障害者就労施設商品・ 作業カタログについて

⑤ 市の指定管理制度における障害者雇用について

提出資料 別添のとおり

主な意見

1. 前回の振り返り
・ 実施報告書に基づいて前回の振り返りを行う。

2. 令和２年度「 福祉的就労説明会」 及び「 バスツアー」 について
＜福祉的就労説明会＞

・ 日程： ５月２１日（ 木） に決定。

・ 前日の午後５時以降で会場準備を行う。

・ 役割分担等は４月の部会で決める。

・ 会の進行状況によって余裕があれば質疑応答の時間を設ける。

・ 今年度は各事業所１００部ずつ、パンフレット を準備して頂い

たが、来年度は障害者就労施設商品・ 作業カタログを活用する

のはどうか。

＜バスツアー＞

・ 日程： ５月２８日（ 木）

６月１９日（ 金）



主な意見

６月２６日（ 金） に決定。

・ 福祉的就労説明会、バスツアーの周知については５月号の広報、

４月号の福祉だよりに掲載する。

3. 企業との交流会について
（ 集合時間）

・ アクト 、事務局、巾さんは１２時半に集合し会場設営。

・ 他の部会員は１３時１５分までに集合。

（ 備品）

・ プロジェクターは市民会館で借りる。

・ パソコンは巾さんが持ち込み。

（ グループワーク）

・ １ １企業１３名が参加予定のため、グループワークでは３グル

ープに分ける。部会員もグループに入る。

・ ファシリテーターはアクト さんで行い、記録は部会員で行う。

・ 企業には事前に自己紹介シート を書いてきていただき、グルー

プワークで活用してもらう。全体には配らない。

（ パンフレット ）

・ 事業所、企業には当日に３０部ずつパンフレット を持参いただ

き、配布する。

・ 企業には特定求職者雇用開発助成金のパンフレット を配布し、

アクト さんから要点を説明する。

4. その他
＜障害者就労施設商品・ 作業カタログについて＞

・ 友優さんのページがまだ頂けていない。 ４月の部会で完成版が

できる予定。

＜市の指定管理制度における障害者雇用について＞

・ 東郷町の指定管理企業の選定の際に、障害者雇用に関して点数

化しているのは、町民会館に限っているのか？

→ 限っている。
・ 個別ではなく 、指定管理にかかる要綱に障害者雇用について規

定できるとよい。

・ 大きな市町は比較的、障害者雇用についての規定があるが、近

隣では東郷町のみ。

・ 広島市では指定管理企業の条件として、法定雇用率を達成して

いることが含まれている。

今回確認事項 ① 前回の振り返り



② 令和２年度「 福祉的就労説明会」 及び「 バスツアー」 につい

て

③ 企業との交流会について

④ 障害者就労施設商品・ 作業カタログについて

⑤ 市の指定管理制度における障害者雇用について

次回検討課題

① 企業との交流会について

② 令和２年度「 福祉的就労説明会」 及び「 バスツアー」 につい

て

③ 障害者就労施設商品・ 作業カタログについて

④ 市の指定管理制度における障害者雇用について

次回開催日時 令和２年４月１０日（ 金） １ ４時３０分から

次回会場 障害者福祉センター 大会議室



日進市障害者自立支援協議会 専門部会出席者名簿

専門部会名 第６回 就労部会

日 時 令和２年２月１４日（ 金） １ ４時３０分～１５時５０分

会 場 障害者福祉センター 大会議室

専門部会員

① 松尾 俊明 ⑨ 伊藤 優子

② 田中 汰一 ⑩ 巾 和志

③ 成瀬 順子（ 欠席） ⑪ 竹内 由美子

④ 渡辺 啓司 ⑫ 幸村 朋子

⑤ 小野田 笑子 ⑬

⑥ 井上 亘（ 欠席） ⑭

⑦ 小山 喜久（ 欠席） ⑮

⑧ 今仲 良子

（ 市職員）

② 小塚 香苗（ 欠席） ② 野村 圭一

③ 桑島 萌 ④

（ 事務局）

① 梅村 英子 ② 山田 紀子

③ 宮川 みどり ④ 橋本 花実


